
2026年１月 28日 

各  位 

 

会 社 名  トランスコスモス株式会社 

(登記社名：トランス・コスモス株式会社) 

代表者名  代表取締役共同社長 牟田 正明 

代表取締役共同社長 神谷 健志 

(コード番号 9715 東証プライム市場) 

問合せ先  執行役員 コーポレート統括 

経理財務本部長 横山 陽彦 

TEL 050－1751－7700（代表） 

 

 

当社子会社（応用技術株式会社）の通期業績予想 

および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社子会社である応用技術株式会社は、2025 年２月 10 日に公表いたしました 2025 年 12 月期

（2025 年１月１日～2025 年 12 月 31 日）の通期の個別業績予想および 2025 年 12 月 31 日を基準

日とする剰余金の配当予想を別紙のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

なお、これによる当社連結業績への影響は軽微であります。 

 

 

以 上 

 

 

「別紙」 

通期業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

（2026年１月 28日公表 応用技術株式会社） 
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2026年１月 28日 

各 位 

会 社 名   応用技術株式会社 

代表者名   代表取締役社長 船 橋 俊 郎 

（コード：４３５６、東証スタンダード） 

問合せ先   執行役員管理部長 浅 野 伸 浩 

TEL.06－6373－0440（代表） 

 

 

通期業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績の動向等を踏まえ、2025 年２月 10 日に公表いたしました 2025 年 12 月期（2025 年１月１

日～2025 年 12 月 31 日）の通期の個別業績予想および 2025 年 12 月 31 日を基準日とする剰余金の配当

予想を、それぞれ下記のとおり修正することを決議しましたので、お知らせいたします。 

記 

 

１．2025年 12月期通期個別業績予想数値の修正（2025年１月１日～2025年 12月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 
7,100 

百万円 
920 

百万円 
936 

百万円 
645 

円 銭 
112.97 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 7,454 1,199 1,278 914 160.23 

増 減 額（ Ｂ － Ａ ） 354 279 342 269  ― 

増 減 率（  ％  ） 4.99 30.42 36.63 41.84 ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 4 年 1 2 月 期 ） 
7,837 937 999 725 127.09 

 

修正の理由 

ソリューションサービス事業において、住宅設備メーカーや建材メーカーへの営業支援ソリューションの導

入、ならびにＢＩＭ関連の受託開発業務およびソフトウエアの販売が堅調に推移いたしました。 

エンジニアリングサービス事業においても、洪水対策支援等の水防災業務、水道事業支援業務に加え、

公園計画などまちづくり支援業務、ＣＩＭ活用コンサルティング業務が伸長しました。 

これらの結果、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益について当初予想を上回ることとなりました。 
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２．配当予想の修正 

 年間配当金（円） 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 ― 30.00 30.00 

今 回 修 正 予 想 ― 40.00 40.00 

当 期 実 績 0.00   

前 期 実 績 

（2 0 2 4年1 2月期） 
0.00 30.00 30.00 

 

修正の理由 

当社は、株主の皆様への利益還元策を重要な経営課題の一つであると認識しており、企業体質の強化と

将来の事業展開のために内部留保を確保しつつ、配当を実施していくことを基本方針としております。 

上記の方針のもと、業績予想と財務状況などを総合的に勘案し、2025年 12月期の期末配当につきまし

ては、１株当たり 40.00円とする予定です。 

次期以降におきましても、経営環境と業績の状況を総合的に勘案し、株主の皆様に対する利益還元を図

ることにより当社株式の市場価値を高めてまいります。 

 

（注）上記の業績および配当の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成し

たものであります。従いまして、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる

結果となる可能性があります。 

以 上 


